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図３ 硬さ測定結果の例 
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硬さの違いを視覚化可能！ 

（各工程後の硬さのヒートマップによる比較） 

図１ クラッド材の解析モデル 

図２ CAE 解析結果（相当塑性ひずみ） 
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3 秒後（3㎜）以降安定！ 



 

 

異種材料を接合した部材（クラッド材）

を、穴の開いた金型に通して断面積を減少

させる引き抜き加工で成形する際、素材ロ

ットにより寸法が大きく変わるという課題

があります。また、現在の工程設計は試行

錯誤的であるため、品質管理に用いるデー

タが不足しています。 

 

 
コンピュータシミュレーション（CAE 解

析）及び硬さ測定を行い、品質管理の裏付

けとなるデータを取得する手法の開発を行

いました。 

 

 

CAE 解析では、連続する加工の数㎜部分

だけをモデル化することで、短時間で妥当

なシミュレーション結果が得られました。 

硬さ測定では、製品全体の硬さ値をヒー

トマップとして視覚化しました。 

今後は CAE 解析と硬さ測定を統合しデー

タベース化することで、共通する点の硬さ

測定結果を基に、製品表面の硬さを推定す

るなどの応用が期待できます。また、今回

開発した硬さ測定結果の視覚化は、鋳造や

鍛造で加工した材料の硬さ測定等、様々な

分野で活用できますので、是非ご相談くだ

さい。 
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